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平
成
１９
年
５
月
１７
日ᷫ

木
ᷬ 

会 

員  
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名. 
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出
席
計
算
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６１
名
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出
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出
席
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６３･
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前
々
回
出
席
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９１･

９３
％  

ニ
コ
ボ
Ḕ
ク
ス 

東
邦
ガ
ス
さ
ん

あᷝ
り
が
と
う
ᷞ 

尾
上 

 

昇 

近
藤
職
業
奉
仕
委
員
長
始
め

委ᷝ
員
会

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ᷞ 

太
田 

 
裕 ･ 

藤
田 

 

澈 

鬼
頭 

茂
成 ･ 
小
野 

定
男 

日
比
野
芳
丈 ･ 

長
野 

 

弘 

近
藤
さ
ん

おᷝ
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
ᷞ 

吉
田 

隆
彦 

 

会
長
挨
拶 

会
長 

神
田 

 

憲 

本
日
は
近
藤
宏
一
郎
職
業
奉
仕
委

員
長
の
お
骨
折
り
で
職
場
例
会
と
し
て

東
邦
ガ
ス
災
害
対
策
本
部
を
見
学
さ

せ
て
頂
き
ま
す
ᷞ
と
も
す
れ
ば
忘
れ
が

ち
に
な
Ḉ
て
い
る
防
災
対
策
を
今
日
は

見
直
す
機
会
と
思
い
ま
す
ᷞ 

数
年
前

ロᷝ
ン
ド
ン
の
自
然
史
博
物

館(

大
英
博
物
館
の
自
然
史
部
門
か
ら
独

立)

を
訪
ね
た
時
ᷝ
広
大
な
館
内
の
一

部
ᷝ
９５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
地
震
で
倒

壊
さ
れ
た
神
戸
の
街
並
み
が
作
ら
れ
ᷝ

そ
の
中
に
震
度
７
の
体
感
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
し
た

そᷞ
の
揺
れ
方
は
激
し
く

と
て
も
立
Ḉ
て
い
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
ᷞ 

イ
ギ
リ
ス
は
も
と
も
と
地
震
が
ほ

と
ん
ど
起
こ
ら
な
い
土
地
で

煉ᷟ
瓦
を

積
み
上
げ
た
だ
け
の
旧
家
や
塀
な
ど

が
沢
山
あ
り

なᷝ
に
よ
り
今
生
き
て
い

る
人
の
ほ
ぼ
全
員
が
大
地
震
の
経
験

は
な
い
は
ず
で
す
ᷞ
地
震
と
は
無
関
係

に
思
え
る
よ
う
な
国
に
こ
の
様
な
体

験
施
設
が
あ
る
と
は
思
Ḉ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
ᷞ 

          

日
本
は
地
震
大
国
で
あ
り

いᷝ
つ
名

古
屋
地
方
で
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
ᷞ
今
日
は
名
古
屋
を
中
心
に
し
た
都

市
ガ
ス
の
供
給
範
囲
で
起
き
る
こ
と

を
想
定
し
た
地
震
被
害
の
初
動
対
応
・

緊
急
措
置
・
復
旧
に
い
た
る
一
連
の
防

災
活
動
対
策
の
仕
組
み
の
説
明
を
受
け

ま
す
ᷞ 

阪
神
・
淡
路
大
地
震
の
教
訓
を
忘
れ

な
い
よ
う
に

日ᷝ
頃
か
ら
防
災
対
策
に

備
え
て
下
さ
い
。 

東
邦
ガ
ス
災
害
対
策
本
部
見
学 

 

東
邦
ガ
ス

災ᷝ
害
対
策
本
部
に
て
災

害
発
生
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
ᷞ 

                            

                         

東
邦
ガ
ス
さ
ん

貴ᷝ
重
な
施
設
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き

本ᷝ
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
ᷞ 

      

＜本年度クラブ会長方針＞
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NO ９５４ WEEKLY  REPORT 

名古屋大須ロータリークラブ 

LEAD THE WAY - 率先しよう 

２００６～２００７年度 

R．I．会長 

ウィリアム B. ボイド 

災害発生時の対応について説明中 

総務部 小島陽子さん 

本日の見学にご尽力戴いた 

東邦ガスリビング㈱ 

常務取締役 佐野忠則さん 

建物地下部分の免震装置 地震計にて神戸地震の 

揺れを再現 

立派な施設で挨拶中の神田会長 
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ロ
ー
タ
リ
ー
の
綱
領ᷫ

目
的
ᷬ 

職
業
奉
仕
委
員
会 

委
員
長 

近
藤
宏
一
郎 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
綱
領
は

有ᷝ
益
な
事
業
の

基
礎
と
し
て
奉
仕
の
理
想
を
鼓
吹
し

こᷝ
れ

を
育
成
し

特ᷝ
に
次
の
各
項
を
鼓
吹
育
成
す

る
こ
と
に
あ
る
ᷞ 

第
１ 

奉
仕
の
機
会
と
し
て
知
り
合
い
を

広
め
る
こ
と
ᷞ 

第
２ 

事
業
お
よ
び
専
門
職
務
の
道
徳
的

水
準
を
高
め
る
こ
と
ᷞ
あ
ら
ゆ
る
有
用
な

業
務
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
深
め
る
こ
と

そᷞ
し
て
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
各
自
が

業ᷝ
務
を
通
じ
て
社
会
に
奉
仕
す

る
た
め
に

そᷝ
の
業
務
を
品
位
あ
ら
し
め

る
こ
と
ᷞ 

第
３ 

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
す
べ
て
が

そᷝ
の
個

人
生
活

事ᷝ
業
生
活
お
よ
び
社
会
生
活
に
常

に
奉
仕
の
理
想
を
適
用
す
る
こ
と
ᷞ 

第
４ 

奉
仕
の
理
想
に
結
ば
れ
た

事ᷝ
業
と

専
門
職
務
に
携
わ
る
人
の
世
界
的
親
交
に

よ
Ḉ
て

国ᷝ
際
間
の
理
解
と
親
善
と
平
和
を

推
進
す
る
こ
と
ᷞ 

 

１
９
０
６
年
シ
カ
ゴ
・
ク
ラ
ブ
で
᷷
第
１

条
：
会
員
の
職
業
上
の
利
益
の
増
進

第ᷝ
２

条
：
親
交
と
社
交
の
ク
ラ
ブ
に
普
通
付
帯

す
る
望
ま
し
い
事
柄
の
増
進

の᷸
２
項
目
か

ら
な
る
最
初
の
綱
領
が
制
定
さ
れ

同ᷝ
年
に

᷷
第
３
条
：
シ
カ
ゴ
市
の
最
善
の
利
益
を
振

興
し

会ᷝ
員
間
に
市
民
と
し
て
の
誇
り
と
忠

誠
の
精
神
を
鼓
舞
す
る
こ
と
᷸
を
１
項
目
追

加

１ᷝ
９
１
０
年
に
全
米
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
よ
り
５
項
目
か
ら
な
る
綱
領

が
採
択
さ
れ
た

１ᷞ
９
２
１
年
米
国
以
外
で

最
初
の
国
際
大
会(

ス
コ
Ḕ
ト
ラ
ン
ド
の
エ

ジ
ン
バ
ラ)

で
᷷
国
際
間
の
平
和
と
親
善
᷸
を

追
加
し

６ᷝ
項
目
と
な
る

そᷞ
の
後
１
９
３
５

年
と
１
９
５
１
年
に
改
正
さ
れ
ᷝ
現
在
の
綱

領
と
な
Ḉ
た

１ᷞ
９
８
９
年
規
定
審
議
会
で

女
性
の
入
会
が
認
め
ら
れ
第
４
項
目
原
文

中
のProfessionalmen

か
らPersons

に

変
更
に
な
Ḉ
た
ᷞ 

ＲＩ
の
計
画
は

すᷝ
べ
て
こ
の
綱
領
の
示
す

と
こ
ろ
に
従
Ḉ
て
行
わ
れ
て
い
る
ᷞ 

0

５
月
３１
日ᷫ

木

例ᷬ
会
の
御
案
内0

 

例
会
場
変
更:

料
理
旅
館
わ
た
な
べ 

会
員
卓
話
᷷
Ｎ
Ｇ
Ｎ
Ḉ
て
何
？
᷸ 

長
野 

弘
さ
ん 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

ブ
リ
テ
ン
委
員
会 

山
口 

正
孝･

神
野 

邦
利･

大
原 

敏
正 

平成19年5月10日（木） 於：名古屋市立老松小学校 

西尾ＲＣの藤田昭博様、元会員の石原忠正様に

今年もメダカ寄付にご協力いただきました。 

名古屋市立老松小学校へ飼育セットとともに、メダカを贈呈 

中部経済新聞掲載 

平成19年5月17日(火) 

ロータリーの綱領(ロータリーの目的) 

The Object Rotary 

The Object of Rotary is encourage and 

foster the ideal of service as a basis of 

worthy enterprise and, in particular, to 

encourage and foster :  

ＦＩＲＳＴ．The development of acquaintance 

as an opportunity for service； 

ＳＥＣＯＮＤ．High ethical standards in 

business and professions ； the 

recognition of the worthiness of all 

useful occupations； and the dignifying of 

each Rotarian ’ s occupation as an 

opportunity to serve society； 

ＴＨＩＲＤ．The application of the ideal of 

service in each Rotarian ’ s personal, 

business, and community life； 

Ｆ Ｏ Ｕ Ｒ Ｔ Ｈ ． The advancement of 

international understanding, goodwill, and

Peace through a world fellowship of 

business and professional persons 

united in the ideal of service. 

ロータリーの綱領(ロータリーの目的) 

The Object Rotary 

The Object of Rotary is encourage and 

foster the ideal of service as a basis of 

worthy enterprise and, in particular, to 

encourage and foster :  

ＦＩＲＳＴ．The development of acquaintance 

as an opportunity for service； 

ＳＥＣＯＮＤ． High ethical standards in 

business and professions；the recognition 

of the worthiness of all useful occupations； 

and the dignifying of each Rotarian ’ s 

occupation as an opportunity to serve 

society； 

ＴＨＩＲＤ．The application of the ideal of 

service in each Rotarian ’ s personal, 

business, and community life； 

ＦＯＵＲＴＨ．The advancement of international 

understanding, goodwill, and 

Peace through a world fellowship of 

business and professional persons united in 

the ideal of service. 

中日新聞掲載 

平成19年5月11日(金) 


